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論    文    の    要    旨 
カーボンナノチューブ（CNT）とは、1991 年に発見されたナノカーボンの 1 種である。チューブ形状の物
質であり、管壁はグラフェンシートで構成される。管壁が 1 層の物が単層 CNT（SWNT）、多層の物が多











 上述の背景の下、本論文は、溶媒中に視認できる凝集物がない状態で分散した CNT に着目して、ゴ
ム、樹脂双方のポリマー材料を基材とした導電性複合材料の創成に向けた研究について記述したもので
ある。特に、環境親和性の高い水系プロセスを用いてゴム/CNT 複合体を作成し、複合系の導電性能と
CNT 分散状態の解明を実験的に行っている。実験は比較的直径の大きな SWNT と MWNT に対して
なされており、SWNT はニトリルゴムに対して高い分散性を示すことを報告している。さらに、ニトリルゴム








力顕微鏡による直接観察をおこなっており、両手法において CNT が PVP、PS、PVC を分散剤として極
性溶媒であるジメチルアセトアミド(DMAc)に良分散されることを示している。さらに、量子論に立脚した計
算物質科学の手法を用いて、これらのポリマーと CNT からなる複合構造のエネルギー安定性ならびに、
























 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 理学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
